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お子さまの健康管理についてのお願い 

 

 日頃より本校の教育活動にご理解とご協力をいただきありがとうございます。 
 さて、気温や湿度がだんだんと高くなってきていることから、本校では、熱中症予防などのお
子さまの健康面に十分な配慮をしながら学校での活動に取り組んでいるところです。 
 つきましては、下記の熱中症予防対策にご理解とご協力をお願い致します。 
 

記 

 

１．ご家庭で、毎朝の体調確認をお願いします。 

   ・体調がすぐれない時は登校させず、ご家庭で様子を見てください。 

   ・学校で授業を受けることができるかどうかを判断基準にしてください。 

   ※発熱や咽頭痛、咳等の普段と異なる症状がある場合は、熱中症になる可能性が高くなり

ます。（基礎疾患があるお子さまは特にご注意ください） 

 

２．規則正しい生活を心がけてください。 

   ・睡眠不足や朝食欠食は、熱中症などの体調不良をおこしやすくなります。 

 

３．水分と塩分の補給が充分摂れるような飲み物を、十分な量持たせてください。 

   ・熱中症予防には、ミネラル入りの冷たい飲み物（麦茶など）が効果的です。発汗で失われ

る水分と塩分を補給する必要があります。目安としては、運動２０分につき 200～

250ml の水分補給が必要ですので、運動時間に応じた十分な量を持たせていただくよ

うお願いします。（運動前後や休み時間、場合によっては授業中にも水分補給が必要です） 

   ※発汗量や運動量は個人によって違いますので、多めにご準備ください。学校に予備の水

分はありません。 

   ※なお、水筒は、食中毒予防のため、なるべく保冷のできる容器をご準備ください。 

 

４．濡らして使用するタオルなどを持参してください。 

   ・お子さまの実態に応じて、首に巻く冷やすものなどを学校に持たせてください。（持ち物

には必ず氏名を記入すること）※事前に担任と相談の上、持参・使用すること 

 

５．着替えやタオルを必ず持たせてください。 

   ・汗の始末を怠ると、汗が冷えて体温調節がうまくできず、熱中症を引き起こしたり風邪

をひいたりすることがあります。着替えは下着も含め、ご準備をお願いします。 



 

 
 

～本校の熱中症予防・対策のご紹介～ 

 

＜教室の空調管理＞ 

   〇教室の室温を 28度以下にする。（法で定められています） 

※温度に限らず、湿度やお子さまの実態（子どもは大人よりも暑さを感じやすい）

に合わせ、健康的に学習に取り組むことができる室度にします。 

※室温調整には限りがあります。暑さが苦手なお子さまは、各自で対策グッズをご

持参ください。 

 

  ＜熱中症指数の確認＞ 

   ○都度、教員が熱中症指数計を確認し、熱中症レベルに合わせた授業をします。 

   ○昇降口と職員室に、本日の熱中症レベルを掲示し、注意喚起を行っています。 

 

＜経口補水液を常備＞ 

   ○緊急時に備え、経口補水液等を保健室に保管します。 

 

  ＜健康観察＞ 

   ○各担任はもちろん、全職員でお子さまの健康観察を行っています。バスを降りてき

た時、朝の会での健康観察、授業中や休み時間など、一日を通してお子さまの様子

を観察することで、予防・早期発見に努めています。 

 

  ＜水分補給の徹底＞ 

   ○お子さまの水分補給は、飲んだかどうか教員が見届けるようにしています。特に、運

動や作業の前・中・後や休み時間は必ず全員が水分補給をすることとし、教員が言葉

かけし、見届けています。 

 

  ＜感染症対策＞ 

   〇休み時間には全ての窓・ドアを開け、換気を行います。 

   〇現在、マスク着用は個人の判断としていますが、気候の状況等により、熱中症などの

健康被害が発生する可能性が高いと判断した場合には、マスクを着用しているお子

さまにはマスクを外すように促します。 

 

   

  ※ 熱中症予防対策にご不安がある方は、学校（担任）にご相談ください。 


